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成 27年 10月 8日）を受けて実施された。参加者には研究の目的、方法、期待される
結果と参加者にとっての研究協力に関する利益、不利益を伝えた上で実施されており、
倫理的配慮が十分になされていると評価した。 
3.3 本論文の成果の明確性・妥当性：本研究の成果は、4 種類の研修コース（シナリオ型
ビデオ教材と実習を組み合わせた研修コース、シナリオ型 eラーニング教材とシミュ
レーションを組み合わせた研修コース、シナリオ型ビデオ教材とロールプレイを組み
合わせた研修コース、シナリオ型ビデオ教材と失敗体験学習を組み合わせた研修コー
ス）の学習効果をデータとして得ることで明確にまとめられた。また、その研修のど
の側面が学習や動機づけに影響しているかについての示唆も得られた。これらの知見
はブレンド型の研修に関する先行研究に照らしても妥当なものであると判断できる。 
3.4 本論文の独創性・新規性：本論文は、以下の点において独創的である。 
3.4.1 一般的に、e ラーニングと対面研修を組み合わせたブレンド型の研修の効果につ
いては知見が積み上げられつつある中で、本論文では、医療現場での実践の中で
の研究であり、実験室実験では得られにくいリアリティ及び実践性の高い研究知
見を提示した。 
3.4.2 研修について研究では単一の変数を操作する研究が多い中で、本論文では、シナ
リオ型ビデオ教材、ロールプレイやリフレクションなどを組み合わせた実践性の
高い研修設計を行い、その効果を緻密に分析している。この点で新規性が高いと
判断できる。 
3.5 本論文の学術的意義・社会的意義：本論文は以下の点において学術的・社会的意義が
ある。 
3.5.1 本論文は、ブレンド型研修の設計手法とその効果について実践的な知見を提供し
たという点において学術的意義があると考えられる。 
 3.5.2 本論文は、医療従事者を対象とした継続教育に対して貢献できる具体的な知見を
提供しており、この点において社会的意義があると考えられる。 
3.6 本論文の人間科学に対する貢献：本論文は、以下の点において、人間科学に対する貢
献がある。 
3.6.1 医療・看護領域における人材育成は人間科学の重要なテーマの一つである。本研
究では、その人材育成の要となる研修設計の手法とその効果について新たな知見
を提示しており、人間科学に対して貢献していると考えられる。 
3.6.2 本論文では、研究を実際の医療現場において実施しており、リアリティが高く、
応用範囲が広い実践的な研究という点で、人間科学に対する貢献が高いと考えら
れる。 
 
4 本論文の内容（一部を含む）が掲載された主な学術論文・業績は、以下のとおりである。 
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杉浦真由美，向後千春：2016 新人看護師を対象とした失敗体験研修コースの開発．日本
教育工学会報告集，16巻1号，205-212頁． 
 
5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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